
























































































































































































































































































講義名 開講学年 講義目的 備考年度
図１　地域看護の講義・演習の目的
図２　開学当初の地域看護学
　　図３　1996年カリキュラム改正～ 
　　　　　2007年カリキュラム改正までの地域看護学
栗本　一美・金山　時恵
― 190 ―
護の対象者は，小児から高齢者でありかつ様々な健康レベ
ルの人であるため，幅広い対象を理解する目的で障害者地
域活動支援センターでの実習を2008（平成20）年より開始
した（図４）。この施設での実習を通して障害を持ちながら
在宅（地域）で生活を送っている対象者との関わり，地域
看護の対象の幅の広さと様々な健康レベルの方への関わり
についての理解を深め，また障害者に対しての看護の役割
理解や対象者を取り巻く状況やさらに法や制度などについ
ても学んでいた11）。
　本学の看護学生が卒業期には地域看護学の講義や実習を
通して，看護の対象を支援していくうえでは，保健医療福
祉の連携は不可欠であり，そのため看護職の調整的役割の
必要性を認識することが出来ていた10）。そして地域看護学
実習で保健医療福祉の視点で様々な施設に出向くことによ
り，学生は病院内だけでなく患者様が地域に帰られた時の
支援方法について幅広く考える視野を持つことが出来たと
推測する。
Ⅲ. 新見公立大学での「在宅看護」にむけて
　2011（平成23）年に本学看護学科の閉学に伴って「地域
看護学」としての名称も科目も変更された。新見公立大学
の看護基礎教育カリキュラムにおいて「在宅看護」と「公
衆衛生看護学」として学生に教授するようになる。本学で
「地域看護」として開講してきた30年間を振り返ると，看
護基礎教育ではまだカリキュラム立てがなされていない時
から，社会の動向を捉えながら，学生に看護の対象者を生
活者としてケアを提供する視点や対象者の疾患だけにとど
まらず，対象者が抱えている背景や地域性を踏まえながら
対象を理解する視点，対象を取り巻く保健医療福祉の連携
により提供できる看護の継続性等について教授されていた
ことが伺えた。これらの視点は，社会の動向を考えるとま
すます必要とされる看護の視点である。これらの考え方に
ついては新見公立大学の「在宅看護論」の中でもしっかり
学生に教授し，対象を幅広い視点で捉えて看護の提供が出
来る看護職者の育成を心掛けていきたい。
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